
豪華客船で北極を旅する時代
地球のてっぺんに立つ感動を

気候と服装について

ラグジュアリーな船内で、特別な体力を必要とせずに訪れる北極の旅。

利用するのは、2021年就航の最新鋭の豪華砕氷客船「ル コマンダン シャルコー」です。

かつては北極を調査する観測用砕氷船でしかできなかった極地探検の旅でしたが、その常識は今や過去のもの。

当社でも2022年から2年連続で合計18名のお客さまが、この客船で北極点到達を果たされました。

優雅にそして安全に、かつての冒険家が命を懸けて目指した地へと誘います。

世界最北の都市、ノルウェー領スピッツベルゲン島のロングイヤービエンから豪華客船に乗船します。険し

い山 に々氷河が流れ込む光景を望みながら北へ突き進むと、氷が海を埋め尽くす、凍った世界へ。船は海

氷を割ながら滑るように進み、恒常的な目印のない北極点を探すように航海し、北極点に到達。地球のてっ

ぺんに立つ感動をお届けします。

安心快適に、夢の北極点へ
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クルーズ中は、船外での観光もお楽しみいた

だけます。氷上をカヤックに乗って進んだり、

氷上で釣りをしたり、専用ボートに乗って野生

動物を間近で観察したり……。

安全第一でエクスペディション・リーダーが

丁寧にサポートしますので、はじめての方でも

安心です。専用ボート（ゾディアックボート）に

跨いで乗ることさえできれば、特別な体力が

なくともご参加いただけます。

冒険家たちが夢みた
白と青の世界

出典:世界気象機関（WMO）等訪問地の平均気温表（最高／最低 単位：℃）
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北極点 レイキャビク
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一面氷に覆われているため寒いイメージがありますが、訪問する時期は－5度から＋５度ほど

です。日本の冬とあまり変わりなく、北極点を訪問できます。

乗船中に着用する専用のパルカ（防水性の防寒上着）は贈呈、ブーツは現地で貸出し

いたします。

船内では、カジュアルな服装でお過ごしください。豪華客船ではありますが、北極のクルーズに

おいては正装の必要はございません。（船内の温度は常時23℃前後に調整されています）

気軽に行ける安心の北極点

北極点到達後はグリーンランドのフィヨルド、スコアズビーサウンドを船上から眺め、極地の過酷な自然のなかで暮らす人 の々生活を垣間見ることができる

イトコルトルミット地方を訪れます。下船後は、アイスランドの大自然もお楽しみください。

北極点以外の楽しみ
グリーンランド、アイスランドにも寄港

必要ありません。乗船客の大多数は世界各国からお越しの60

～80歳代のお客さまです。ご自身の体力やその日の体調に合わ

せて、上陸観光やゾディアックボートでのクルージングで、北極

の雄大な風景を満喫していただけます。

Q

A

特別な体力が必要ですか？

船内には医務室があり、船医も常駐していますので万が一の際に

も安心です。万が一の際、医療費は高額となりますが、当ツアーに

は海外旅行保険（詳細は裏表紙をご参照ください）が付帯されて

いますので安心です。念のため、服用中のお薬はツアー日数分より

少し余裕を持ってお持ちください。

Q

A

船内に医療設備はありますか？

下記２次元コードから、スマートフォンやタブレットで船内や航海の様子を動画でご覧いただけます。
※動画内には当クルーズ圏外の映像も一部含まれています。イメージとしてご覧ください。

船内の様子 航海の様子
PONANT cruise
オフィシャル
YouTubeチャンネル

北極点到達を祝って
シャンパンで乾杯（2022年添乗員撮影）
北極点到達を祝って
シャンパンで乾杯（2022年添乗員撮影）

雪をかぶった高峰と青く澄んだ海には氷山が浮かぶ
スコアズビーサウンド
雪をかぶった高峰と青く澄んだ海には氷山が浮かぶ
スコアズビーサウンド 極地最後のハンターが住むイトコルトルミット地方極地最後のハンターが住むイトコルトルミット地方

パルカ着用イメージパルカ着用イメージ

©PONANT ©PONANT

©PONANT

北緯90度の掲示板で記念撮影北緯90度の掲示板で記念撮影北極点到達の瞬間を船上でお祝いしたあとは、最も近い海氷に上陸してお祝いも北極点到達の瞬間を船上でお祝いしたあとは、最も近い海氷に上陸してお祝いも ©PONANT

ゾディアックボートからアザラシなどの野生動物を間近に見る機会も（イメージ）ゾディアックボートからアザラシなどの野生動物を間近に見る機会も（イメージ） ©PONANT

北極クルーズのハイライトは
愛らしいホッキョクグマとの出あい
北極クルーズのハイライトは
愛らしいホッキョクグマとの出あい 氷上を歩き、自らの足で海氷の感触を味わう貴重な体験氷上を歩き、自らの足で海氷の感触を味わう貴重な体験 ©PONANT©PONANT

©PONANT
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ル コマンダン シャルコー
フランスの有名探検家ジャン・バティスト・シャルコーの名を冠した、世界ではじめてのラグジュアリー砕氷客船です。アラン・デュカス監修の上質なコース

料理、お飲み物代も代金に含まれており（一部の銘柄を除く）、スパ、サウナ、エンターテインメントショー、北極に関する講座のほか、氷の世界を観賞しな

がら楽しめる屋外温水プールなど、極地を楽しむ究極のラグジュアリー客船です。

©PONANT©PONANT

バルコニー・シャワー付客室　広さ約33㎡(バルコニー含む)

ツインベッド、テレビ（VOD）、冷蔵庫、ミニバー、ネスプレッソコーヒーメーカー、金庫、空調、ドライヤー、バスローブ、
ディプティックパリのバスアメニティ、液体石けん、シャンプー、コンディショナー、電話、BOSE Bluetoothスピーカー、室内スリッパなど

専用のバルコニーに加え、広 と々したリビングスペースも備えた客室。

広 と々した我が家のような客室で、快適に北極点を目指す船旅をお楽しみ

ください。

デラックス・スイート
バルコニー・シャワー付客室　広さ約25㎡(バルコニー含む)

専用のバルコニーとゆったり寛げるソファを備えた居心地の良い客室。

はるか彼方まで続く白銀の世界、氷上に生活する動物との出あいをお楽

しみください。

プレスティージ・ステート

全客室
共通設備

ポナン社のコンセプトは「エレガントな時間と空間」。スモールシップだからこその贅沢なひと時をお楽しみいただけます。

乗客定員数を一般的な客船の約3分の1に抑え､ゆとりある空間を実現しています。

極地船とは思えない船内施設の数々

ポナン社の客船は通称「ガストロノミック・シップ（食通の船）」として知られています。

洋上の3つ星レストランとしても謳われ、メインダイニング「NUNA（ヌナ）」ではフランス料理の巨匠アラン・デュカス監修のディナーをお楽しみいただけます。

アラン・デュカスが監修する極上のダイニング

船尾に設けられた温水プール「ブルーラグーン」
北極の氷海を眺めながら泳ぐことができる
船尾に設けられた温水プール「ブルーラグーン」
北極の氷海を眺めながら泳ぐことができる

手の込んだフレンチディナーこそが、
ポナン最大のエンターテインメント
手の込んだフレンチディナーこそが、
ポナン最大のエンターテインメント

眺めの良いメインダイニング「NUNA」眺めの良いメインダイニング「NUNA」

ワインは著名なソムリエがセレクトした
100種類を用意
ワインは著名なソムリエがセレクトした
100種類を用意

アラン・デュカスのレストランから派遣された
シェフ、パン職人、パティシエも
アラン・デュカスのレストランから派遣された
シェフ、パン職人、パティシエも

パノラマビューのラウンジで
外の景色を眺めながら寛ぐひと時
パノラマビューのラウンジで
外の景色を眺めながら寛ぐひと時

最新鋭の操舵室は
ほぼいつでも訪ねることができる
最新鋭の操舵室は
ほぼいつでも訪ねることができる

極地探検にあると便利なものが
販売されているショップ
極地探検にあると便利なものが
販売されているショップ

シガーやハード・リカー愛好家には
「シガー・バー」も
シガーやハード・リカー愛好家には
「シガー・バー」も

大冒険のあとや食後は温かみを感じる
「メイン・ラウンジ」でのんびり過ごす
大冒険のあとや食後は温かみを感じる
「メイン・ラウンジ」でのんびり過ごす
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©PONANT 温水室内プールで運動も温水室内プールで運動も ©PONANT

北極点へ到達できる唯一の豪華客船

船の概要

総トン数：30,000トン
全長：150メートル
全幅：28メートル
乗客定員 ：245人

乗組員：215人
就航年：2021年
船籍：フランス
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